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作品研究）『Summer/Winter』 

学苑祭における教員の作品展示 2025 

－四季と美容－  

（『Summer/Winter』Gakuen Festival Teacher Works Exhibition 2025 

- Four Seasons and beauty - ） 

過足 千明 

抄 録 

2025 年 11 月に開催された本学の学苑祭＜山短祭 2025＞（テーマ「やまたんでアップデートしよっ！」）の

作品展示ブースにて、美容を担当する教員 2名が「四季と美容」と題し、「サマー・ウィンター」「スプリング・

オータム」の異なる 2つのテイストを表現した作品を制作し、展示した。作品展示をするにあたり、作品をライ

トアップさせて作品の世界観を際立たせた。 
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I. はじめに 

2025 年 11 月に開催された＜山短祭 2025＞（テー

マ「やまたんでアップデートしよっ！」）において、

頭部ウィッグを用いた作品を制作し、展示した。 

美容を担当する教員 2名が「サマー・ウィンター」

「スプリング・オータム」の春夏秋冬をイメージテー

マとして設定し、制作することとした。美容芸術でイ

メージを表現するために、「ヘアカット」「ヘアカラー」

「ヘアセット」「メイク」の美容の基礎技術を行うと

ともに、作品展示にふさわしい「装飾」も施した。 

制作にあたり、「カット＆カラーⅡ」の授業内で配

布するウィッグと同じものを使用している。「夏と冬」

をイメージし、冬のキラキラしたイメージと夏の元気

なイメージをカット、カラー、メイクで表現した作品

を制作。学生に「美容」の素晴らしさを感じてほしい

という願いから様々な個性を感じてもらうべくそれ

ぞれのテーマで作品制作を行なった。 

II. 作品紹介 

作品タイトル『Summer/Winter」は、タイトルの

通り「夏と冬」をイメージして制作した作品である。

ヘアや装飾、色味で作品のタイトルでもある季節を表

現した。 

カットウイッグは、金髪のウィッグを使用。大きく

分けて 5つの工程で作成を行った。手順は次のとおり

である。 

①ヘアカット → ②ヘアカラー → ③メイク → 

④アクセサリー制作 → ⑤スタイリング 

①ヘアカットにおいてはレイヤーのカット技術で

作成。顔周りに動きを入れ、シャープなイメージを表

現した。 

②ヘアカラーにおいては、塩基性のカラークリーム

を使用した。毛先にピンク、ブルー、グリーン、オレ

ンジの色味を入れた。色味を調整するためホワイトの

カラーも使用。テーマである夏と冬を表現するため、

頭部右側の毛先にはピンク、ブルー、グリーンで冬を

表現。頭部左側の毛先にはオレンジ、グリーンのカ

ラーを使用し夏を表現した。コントラストを出すため

に色味の幅を調整し毛先のみにカラーを塗布した。 

③メイクにおいては、アイブロウペンシル、アイラ

イナー、アイシャドウ、チーク、ストーン、つけまつ

げ、アクリル絵の具を使用。目の色はアクリル絵の具

を使用し、夏と冬の共通カラーであるグリーンにした。

ヘアカラーと統一感を出すため、右側のアイメイクは

ピンクやブルー、バイオレットのアイシャドウを使用。

アイラインはブルーを使用した。左側ではオレンジや

グリーン、イエローなど温かい色を使用し、夏を表現。

アイラインはグリーンを使用。目元にストーンを装飾

し華やかさをプラスした。眉毛はブラウンにすること

でやわらかさが感じられるよう描いた。リップはパウ

ダーチークを使用し、ピンクとオレンジを半分ずつに

分けて塗布し、仕上げにトップコートで艶を出した。

チークにおいて右側はピンクで仕上げ、左側はオレン

ジを使用し、そばかすを描いて夏を表現した。 

④アクセサリー制作においては、プラ板を使用し、

雪の結晶とひまわりを制作。またホワイトの透け感の

ある布でチュールのネックアクセサリーを制作した。

プラ板で製作した雪の結晶とひまわりにストーンを

施し、華やかさをプラスした。ピアスなどのアクセサ

リーをプラスすることにより高級感を演出するよう

な制作を行った。 

⑤スタイリングは、左右同じスタイルでも色味や

メイクによって印象が変わること表現するためスト

レートアイロンを使用し、左右対称のワンカールのス

タイリングを行った。ラメ感のあるスプレーを使用し

ツヤ感と動きを表現した。 
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